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第５学年〇組 学級活動学習指導案 
福岡市立〇〇小学校  
情緒障がい通級指導教室 
指導者 〇〇 〇〇  

１ 題材名 
  「友達の輪をつくろう」 ～〇〇〇教室の友達に出会ったら～ 
  
２ 指導観 

○ 本題材は、クラスの苦手さを持った子や通級児に出会った時の関わり方を理解し、適切な接し方

ができるようにすることを主なねらいとしている。 

具体的には、①有名人にも苦手さがあることを通して、だれもが得意なことや苦手さを持ってい

ることを知ること、②苦手さのある人との関わり方を考え、適切な接し方をしようとすること、③

クイズを通して、〇〇〇教室のことを知り、通級児とも適切な関わり方をしようとすることである。 

この題材を通して、将来的には、社会には様々な不自由さを持って生活している人がおり、その

人たちに対して協力や支援が必要であることを理解することにつながっていくと思われる。 
○  本学級の児童は、5 年生になるまでに人権学習や特別支援学校の子どもとの交流学習で障がいを

持った子どもについての学習は経験している。また、〇〇〇教室のことを紹介している「リーフレ

ット」を通して、担任の先生や保護者から〇〇〇教室についての説明を聞いている。しかし、説明

の仕方などは、担任や保護者に任せていたので、児童一人ひとりの理解には差があると思われる。 

 

３ 本時目標 
○ 誰もが苦手さを持っていること、通級児も苦手さを持っていて〇〇〇教室に来ていることを理解

できるようにする。 
○ クラスの苦手さを持った子や通級児に出会ったときの関わり方を理解するとともに適切な接し

方ができるようにする。 
 
４ 本時指導の考え方 
 ○ 本題材の指導に当たっては、有名人の苦手さを知ることを通して、だれでも得意なことや苦手な

ことがあることを理解させていきたい。さらに、苦手さのある人との関わり方を考えることを通し

て、どのように接すればいいかを理解させていきたい。 

   導入においては、有名人にも苦手さがあることを知り、だれにでも得意なことや苦手なことがあ

ることを理解させるようにする。 

   展開においては、自分にはどんな苦手なことや得意なことがあるかを書かせたり発表し合ったり

することを通して自分のことを考えさせるようにする。また、苦手なことをしているときに言われ

て嫌だったことやうれしかったことを発表し合うことを通して、どんな関わり方をしたらいいかを

理解させるようにする。 

   終末においては、〇〇〇教室についてクイズ形式を取り入れることで、楽しい雰囲気を作るとと

もに、どんな人が〇〇〇教室に来ているのか興味を持たせるようにする。また、〇〇〇教室に来て

いる子どもたちにも苦手さがあることを知り、その子たちとの関わり方を考えることで、クラスの

苦手さを持った子どもへの関わり方や通級児への関わり方を理解させるとともに、適切な接し方が

できるようにさせたい。 

 

５ 準備 
   ・板書の掲示  ・偉人の顔の絵  ・福岡市の白地図  ・ワークシート   



６ 本時の展開 
学習の流れ  主な教師の発問○ 留意点＊ 予想される児童の反応 

１ 本時の学習について
知る。 

 「友達の輪をつくろう」 
 
２ どんな有名人にも苦

手さがあったことを知
る。 

 
トム・クルーズ 
黒柳徹子 
エジソン 
アインシュタイン 

 
 
 
３ だれにでも得意なこ
と苦手なことがあるこ
とを知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
４ 苦手さのある人との
関わり方を考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 〇〇〇教室の友達に

ついて知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

○今日は、みなさんと一緒に「友達の輪を
つくろう」の学習をしたいと思います。 

 
 
○今からみなさんに、ある人物の子どもの

頃のお話を聴いてもらいます。それが、
どの人物のお話かを当ててもらいたい
と思います。今日お話しするのはこの人
物です。 

○この人はだれか知っていますか。 
 ＊人物の確認をする。 
○では、１人目の子どもの頃のお話をしま
す。この人は子どもの頃～でした。さあ
この人は誰でしょう。 

 
○こんな才能のある有名な人たちにも苦
手なことがあったんだね。みんなにも得
意なこと好きなこと苦手なこと嫌いな
ことがあると思います。それをプリント
に書いてください。 

＊教師の子どもの頃の得意なこと苦手な
ことを紹介する。 

＊書き終わったら机を班にして友達のい
い所を教えてあげるよう促し交流させ
る。 

 
○書いたものを発表してください。 
＊苦手なこと得意なこと両方答えさせる。 
 
 
 
 
○苦手なことをしているとき、こんなふう
に関わってもらえて嬉しかったことっ
てなかったかな。 

 
○苦手なことをしているときに言われて
嫌だったことはなかったかな。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○〇〇小学校には、１年生から６年生まで

と〇〇〇教室がありますね。今度は、〇
〇〇教室についていくつかクイズを出
すので答を当ててみてください。 

○〇〇〇教室には何人の友達が来ている
でしょう。（三択） 

○〇〇〇教室には何区から来ているでし
ょう。（三択） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・知ってる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・運動は得意だけど計算は苦手

です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「がんばれ」と言われたとき
嬉しかった。 

・手伝ってもらったとき嬉しか
った。 

・「へたくそ」と言われたとき
嫌だった。 

・「早くしろ」と言われたとき
嫌だった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・４８人も来ているなんて知ら

なかった。 
・福岡市の全ての区から来てい

るなんて知らなかった。 
 
 

なんでもできる・なんでも得意なんて人はいないと思います。みんな
誰にでも、好きなこと得意なこと、嫌いなこと苦手なことがあります
ね。 

みんなが発表してくれた通り、言われて嫌になることがあるね。苦手
なことがあるからといってダメな人間ではありません。決して、馬鹿
にしたりからかったりしないでください。そして、みんなが嬉しかっ
たように苦手で困っている人がいたら手伝ったり励ましたりしてあげ
てください。そして、5 年１組の友達の輪を作っていってください。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 〇〇〇教室の友達と

の関わり方について考
える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
７ 本時のまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
・「今日の学習で」を書く 

 
○〇〇〇教室に来ている友達についてお
話をします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○〇〇〇教室のお友達にあったらどうし

たらいいかな。 
＊机はそのままで近くの友達と意見を交

流する。 
○意見を発表してください。 
 
 
＊あいさつが無くても返事をするのが苦

手な子もいることを伝える。そっとして
おく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○今日の学習で分かったこと、思ったこ

と、もっと聞きたいと思ったことを書い
てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・あいさつする。 
・困っていたら手伝う。 
・友達になる。 
 
 
 
 
 
 

 

〇〇〇教室の友達も、みんなと同じように得意なことや苦手なことが
あります。みんなも苦手なことで困ることがあると思うけれど、〇〇
〇教室の友達は学校生活でとても困っています。そこで、普段は、み
んなと同じようにクラスで勉強して週に１回〇〇小学校に来て、〇〇
〇教室の先生と自分にあった勉強（苦手なことができるように、得意
なことは伸ばせるように）をしているのです。 

〇〇〇教室のお友達は、苦手なことができるように、得意なことは伸
ばせるように〇〇小学校に来てがんばっていることが分かってもらえ
たと思います。みんなで応援するような気持ちをもってください。そ
して、このクラスもみんながお互いのいい所を見つけ苦手なところを
助け合い、誰もがやる気を出せる、応援できるクラスにして、友達の
輪を作っていってください。 



板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
友達の輪をつくろう 

～〇〇〇教室の友達に出会ったら～ 

苦手なことをがんばっているときに 

・本を読むこと 
・体育   
・算数 
・漢字 
・理科の実験 

〇〇〇教室の友達に会ったら。 

・あいさつする 
・友達になる 
・こまっていたら手伝う  

いやなこと 

○○○教室の友達 

・「へたくそ」 
・「はやくしろ」 
・「だめやね」 

・「がんばって」 
・手伝ってくれたとき 
・「だいじょうぶ」 
 

得意なこと苦手なことがあって 

学校生活でとてもこまっています。 

苦手なことはできるように得意なこと

をのばせるようにがんばっています。 

・計算  ・漢字 
・鉄棒  ・作文 
・集中すること 
・話すこと 
・読むこと 

好きなこと得意なこと きらいなこと苦手なこと 

うれしいこと 

歴 史 上 の

人物 
歴 史 上 の

人物 

日本の 
芸能人 

海外の 
芸能人 
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